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時代が激変する中で、医師、看護師に求められる知識、技術は増すばかりですが、本学は引き続き高度な能力を備えた専門性の高

い医師、看護師を育成します。さらに、患者さんの価値観や特性など多様性を理解し、他職種と連携しながら患者さんの意思を尊重

した最善の医療を提供できる医療人の育成に努めます。加えて、研究熱心で未知の生命現象の解明や疾患の克服等につながる重要

な研究成果を世界に発信できる独創的な医学・ 看護学研究者を養成するとともに、既存の学術領域を超え、新しい医療技術を社会

実装するなど、社会課題に挑戦するアント レプレナーシップ（ 起業家精神）を持った人材の育成を新たに目標として掲げました。

本学は、建学の理念並びに目的及び使命を掲げ、その実現に向け建学以来、

努力を続けてまいりました。今後も教育、研究、医療及び社会連携・ 地域連携

活動の一層の充実により、地域社会や国内外の諸課題の解決に取り組むた

め、教学及び業務運営を包含した将来ビジョ ンを策定いたしました。この

将来ビジョ ンは、学外関係者の皆様には、本学の長期的な方向性や目指

すべき姿を示すものであり、学内の教職員には、中期目標・ 中期計画を

はじめとした具体的な施策の拠り所になるものであり、多様なステー

クホルダーが共通認識を持つことによりその実現に向け大きな推進

力となるものです。

今後も、関係者の皆様に、将来ビジョンの達成に向けてロードマッ

プ等を示し、具体的な取組の進捗状況などをご報告いたします。

本学が建学されたときに設定した、

大学の最も根幹となる理念

建学の理念に基づき、

時代に合わせ見直したもの

学長が目的及び使命を踏まえて描く 、

中長期的な方向性や目指す姿

国立大学法人法で定められる一期6年間に

おいて達成すべき業務運営に関する目標と

それを達成するための計画

中期目標・中期計画は、ホームページで公表しています。

https://www.hama-med.ac.jp/about-us/mid-term-goal/index.htm l
web

浜松医科大学
将来ビジョ ン

本学の強みである光の医学応用に関する最新の研究機器と高度な技術スタッフや蓄積したノウハウからなる研究を推進できる体

制（ イメージングコンプレックス体制）を活用し、光医学研究をさらに推進するとともに、こころの病や遺伝性疾患など、未解明の課

題に対して基礎研究者、臨床研究者が一体となって取り組み、治療法の開発につなげます。また、工学・ 情報学等の他分野の知見を

取り入れながら特色ある分野横断的研究を推進し、同時に新しい医療技術・システムの開発やビッグデータ解析により、心身ともに

健康な社会の創成を目指します。
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メディ カルＤＸ（ 医療分野において、デジタル技術を社会に浸透させて人々の生活をより良いものへと変革すること ）により、より

安全で高度な医療を提供し、医療の質や患者さんの利便性を向上させるとともに、看護師をはじめ、多様なメディカルスタッフの質

的向上によるタスクシフト（ 従来、ある職種が担っていた業務を他職種に移管すること）に取り組み、医療従事者にとってもフレンド

リーな環境を提供するスマート ホスピタルの実現を目指します。また、専門医や特定看護師など地域医療の中核を担う高度で専門

的な能力を有した医療人の育成を強化します。さらに、医療情報の共有化などをはじめ近隣医療機関等との連携により集約化・ 機能

分化を推進しレジリエント（ 困難をしなやかに乗り越え回復する力）な医療ネットワークの構築に取り組みます。
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これまで培ってきた、民間企業、地方公共団体、教育研究機関、金融機関等との連携を強化し、革新的な技術の創出とベンチャー

企業の育成等により医療を基盤とした産業創出を目指します。さらに、地方創生・価値創造の中核として、地域や他大学と連携し、イ

ンクルーシブ（ 社会的に包容力のある）で持続可能な「 ウエルネス（ より良く 生きるための生活を目指す）社会」の創出に貢献します。

�学 推進� ���� ��の�����革新�な��の��と�������の��
����������の��と������ 学��と��た�������������な���������の��

この統合報告書等を通じて関係者の皆様との対話により本学に期待される機能や役割を理解し、外部有識者の助言をいただきな

がら、調査研究を充実させ、客観的な指標に基づく 大学運営を行います。また、国からの運営費交付金とともに多様な財源の確保を

図り、資産運用等の拡大により安定的な財務運営に努めます。さらに、施設・ 設備整備を通じて、地域医療を支える附属病院の機能

強化や、高度な情報技術を基盤とし、キャンパス全体が有機的に連携し、学内のみならず、地方公共団体、産業界、他の教育研究機関

等との共創の拠点（ イノベーショ ン・ コモンズ）となるよう取り組みます。
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